
  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条の規定に基づき、教育委員会が教育長以下の事務局を含む広い意味での教育に関する事務の 

管理及び執行状況を点検評価することにより、効果的な教育行政の推進に資するとともに、住民への説明責任を果たすこと。 

 

 

令和６年度 河南町教育に関する事務の点検及び評価について（概要） 

 

◯河南町教育目標の意図するところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯河南町学校園教育指針 

 学校園現場の活性化 

(1) 確かな学力の定着と学びの深化 

(2) 豊かな心と健やかな体の育成 

(3) 将来を見すえた自主性・自立性の育成 

(4) 多様な主体との協働 

(5) 力と熱意を備えた教員及び学校園組織づくり 

(6) 学びを支える環境整備 

 

 

◯重点課題に係る具体的方策と取り組み 

１．学力向上への取り組み 

２．子どもたちの規律・規範意識の確立と豊かな心

のはぐくみ 

３．学校・家庭・地域の連携と安全で安心な学校づ

くり 

４．学校運営体制の確立と教職員の資質の向上 

５．教育 DX及び教職員の働き方改革の推進 

６．国際化に向けた語学指導の充実 

 

 

令和６年度の主要事業 

１．子育て支援の推進  

(7) 児童手当と医療費助成事業の充実 

・子ども医療費助成の拡充（１８歳到達の年度末）及び

かなん医療Ｕ－２２の実施 

 (9) 子ども・子育て支援新制度（子ども・子育て支援事業計画）  

  ・令和７年度からの第３期計画策定 

(11)学校給食費助成事業 

  ・子育て世帯の保護者への経済的支援を目的に学校給食

費の全額助成を実施 

(15)育児・子ども手当給付事業 

  ○新 1歳児の子ども一人につき５万円の給付を実施 

２．地域ぐるみの子育ての推進  

(3) 家庭児童相談事業 

・子育て全般に関する悩みを抱えた保護者のサポートを

実施 

３．教育の質のさらなる向上  

 (15)学校園の取り組み支援及び教職員の働き方改革の推進 

  ○新河南町立等学校園支援チームの設置 

  ○新教員業務支援員を小中学校に配置 

(18)不登校児童・生徒への支援 

○拡教育支援センターの開業時間拡充、指導員増員及び校

内教育支援ルーム（センター）への指導員派遣拡充 

 (19)GIGAスクール構想推進事業 

  ○新中学校の大型提示装置を更新 

４．生涯学習の推進  

(3) 地域の自主的な活動支援 

・各種講座、教室を開催 ・町文化協会の支援 

(4) 各種スポーツ教室の実施 

 ・各種スポーツ教室の実施及びスポーツ団体等の育成 

 (5) スポーツに親しみやすい環境づくり 

  ○新芝生広場遊具設置 

５．大学・企業等との連携推進  

(1) 地域大学等との連携と文化活動支援 

・大阪芸術大学や近つ飛鳥博物館等との連携事業の実施 

６．自然と歴史  

(1) 歴史的資源の保全や活用 

○新自然と歴史の散歩道案内板更新 

○新持尾城跡東屋保護塗料塗布工事 

教育委員会事業と評価 

P14～80 
P９～13 

各校園は、「一人ひとりの良さや可能性を引き出し、最大

限伸ばす教育」と「子どもたちの多様性に応じ、誰一人取

り残さない教育」を推進する。校園長のリーダーシップと

マネジメントのもと、教職員を組織的、継続的な育成に努

めることにより、学校園の持つ総合的な力である「学校園

力」を高め、全ての子どもたちが生き生きと学ぶことので

きる学校園組織づくりを行う。 

教育の充実 ～河南町教育の目標～ 

【目 的】 

 

 

河南町まちづくり計画は、６つの政策として、 

①安全・安心に住めるまち、 

②子育てと教育のまち、 

③みんなが生涯活動できるまち、 

④快適で賑わいのあるまち、 

⑤自然と歴史に囲まれたまち、 

⑥一歩先を行くまち  

を掲げています。 

点検及び評価にあたっては、これらの政策に沿って令和６年

度に行った主要な施策について、施策の目標と主な取り組みを

明らかにし、評価をとおして効果検証を行いました。 

 

 

 

河南町の教育施策は、「KANAN BEAM」の理念と実践が連動

した体系的な取り組みであり、その優位性は、教育行政、学校教

育、幼児教育・保育、地域社会が互いに近接していることから得

られている。この近接性が、現場の声に迅速に対応する高い機動

性を生み出しており、教育行政の柔軟性と実効性を支える重要な

要素となっている。現場の課題に即応し、必要な支援を迅速に届

けることができる河南町の教育行政は、まさに地域に根ざした実

践的モデルといえる。今後も、「KANAN BEAM」の理念を軸に、

教育DXの深化、不登校支援の充実、教員業務支援員の安定的な

配置、学校園支援チームの運用、そして教職員の指導の質の向上

と信頼確保に向けた体制整備など、その機動性を活かして施策を

発展させて頂きたい。子どもたち一人ひとりが尊重され、安心し

て学び育つ環境づくりに向けて、河南町教育行政のさらなる発展

と深化を期待する。 

 

【評価者】国立大学法人 大阪教育大学 教授 

串田 一雅 氏（くしだ かずまさ） 

 

 

評価の項目 

意見書（抜粋） 


